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第１問［1］                         問題のページへ 
(1) C : 352)52( 22 ++--+-= aaxaxy より,  

( ) ( ) 352
2

52
2

52 222
++--+---= aaaaxy  

 ( )
4

374
2

52 22 +-+---= aax  

よって, Cの頂点の座標は, ( )
4

374,
2

52 2 +-- aa である。 

(2) グラフ Cと x軸が異なる 2点で交わる条件は, 0
4

374 2
＞+- a より,  

0374 2 ＜-a , 
2
37

2
37 ＜＜a-  

(3) グラフ Cと x軸との交点の x座標は, 0=y を代入して,  

( ) 0
4

374
2

52 22
=+-+--- aax , 

2
374

2
52

2 +-
±-=

aax  

xが整数であるためには, まず 374 2 +- a が平方数であることが必要で,  

36,25,16,9,4,1,0374 2 =+- a  

aが整数から, 1374 2 =+- a すなわち 3±=a の場合だけになる。 

3=a のときは
2
1

2
56 ±-=x より 0,1=x , 3-=a のときは

2
1

2
56 ±--=x より

5,6 --=x となり, ともに xは整数である。 

 

［解 説］ 

(3)は整数問題ですが, 値を絞り込んで答を見つけるのに, 苦労は不要です。 
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第１問［2］                         問題のページへ 

(1) 1=u すなわち ba = となる ),( ba の組は 6 通りあり, この確率は
6
1

6
6
2
= である。 

(2) u＞1すなわち ba＞ となる ),( ba の組は, 1から 6までの整数から 2つの整数を

選び, 大きい方を a, 小さい方を b に対応させると考え, これから 151C26 =´ 通り

となる。よって, この確率は
12
5

6
15

2
= である。 

(3) (1)より, 1=u となる確率は
36
6 であり, 同様にして確率を求めると,  

(i)  2=u )2( ba = のとき )3,6(),2,4(),1,2(),( =ba から, 
36
3 である。 

(ii) 3=u )3( ba = のとき )2,6(),1,3(),( =ba から, 
36
2 である。 

(iii) 4=u )4( ba = のとき )1,4(),( =ba から, 
36
1 である。 

(iv) 5=u )5( ba = のとき )1,5(),( =ba から, 
36
1 である。 

(v) 6=u )6( ba = のとき )1,6(),( =ba から, 
36
1 である。 

以上より, uが整数になる確率は,  

18
7

36
1

36
1

36
1

36
2

36
3

36
6 =+++++  

(4) 求める Tの期待値は, (3)より,  

36
25

36
16

36
11

36
14

36
21

36
32

36
61 =´+´+´+´+´+´  

 

［解 説］ 

数え上げて確率を求める基本問題です。(2)の考え方も有名です。 
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第２問［1］                         問題のページへ 

(1) Aを Bで割ると, )33()52()2( ++++++++= nmxnmmxBA ……(＊)より,  

2++= mxQ , )33()52( +++++= nmxnmR  

また, 21 +=x のとき,  

0122222211)21(2)21( 2 =---++=-+-+=B  

このとき, (＊)より,  

2)52()825()33()21()52( +++++=++++++= nmnmnmnmA  

ここで, 1-=A で, しかもm, nは整数なので,  

1825 -=++ nm , 052 =++ nm  

よって, 1=m , 7-=n  

(2) xが奇数のとき, 2)1( 2 --= xB より, Bは偶数となり, BQもつねに偶数である

ので, Aが偶数になるのは, Rが偶数になる場合である。 

そこで, Rをm, nについてまとめると,  

)35()1()32( +++++= xxnxmR  

xが奇数のとき, 32 +x は奇数, 1+x は偶数, 35 +x は偶数となる。 

よって, mが偶数であることが, Aの値がつねに偶数になるための必要十分条件で

ある。 

 

［解 説］ 

(1)は過去に何度も類題が出ています。(2)は(＊)を用いて R の偶奇を考えています

が, 直接 Aを考察することで結論を導くことも可能です。 
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第２問［2］                         問題のページへ 

円 Oの半径を xとおき, △AOPに余弦定理を適用すると,  

xxxx 32645cos6264 22 -+=°-+=  

02322 =+- xx より, 13 ±=x  

さて , 13OA -= のとき , °=Ð 45AOP から△OAB は

°=Ð 90AOB の直角二等辺三角形となり,  

26OA2AB -==  

また, ABと OPの交点を Qとするとき,  

=ÐBAC °=°+°=Ð+Ð 1359045AQOAOB  

そこで, △ABCに正弦定理を適用すると,  

22
135sin

BC ×=
°

, 22135sin4BC =°=  

 

［解 説］ 

三角比についての基本問題です。最後の設問は, いろいろな考え方ができます。た

とえば, △BCPが直角二等辺三角形であるのを発見するのも, その 1つです。 

O P

C

A

B
Q
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第３問                            問題のページへ 

(1) 公比を rとすると, 3221 =+ aa より, 3211 =+ raa ………① 

86454 =+ aa より, 8644
1

3
1 =+ rara , 864)( 3

11 =+ rraa ………② 

①②より, 27
32

8643 ==r となり, rは実数より, 3=r  

①から 81 =a なので, 138 -×= n
na である。 

å
=

-+
n

k
k ka

1

)24( nnn
n

2)1(
2
14

13
138 -+×+

-
-×= 4234 2 -+×= nn  

(2) 342.0
37
9 &&= より, npn bb =+ となる最小の自然数 pは 3=p である。 

また, 1333100 +´= より,  

å
=

100

1k
kb = å

=

99

1k
kb 100b+ 299233)342( =+´++=  

 

［解 説］ 

(1)はありふれた問題ですが, (2)は, 割り算を実行するまでは, 難易の見当がつかな

いものでした。しかし, 周期が 3の数列が現れ, 予想以上に簡単でした。 
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第４問                            問題のページへ 

(1) 点 Eは BCを 3:1 に内分することより,  

4
3BC

4
3EC ==  

△ECDに三平方の定理を用いると,  

16
25

16
91CECDED 222 =+=+= , 

4
5ED =  

よって, 
4
1DFEDEF =-=  

△GBEと△GFEにおいて,  

°=Ð=Ð 90GFEGBE , GEは共通, 
4
1FEBE == なので,  

GFEGBE △△ º  

よって, FGEBGE Ð=Ð となり, さらに °=Ð=Ð 45EBIGBI より, Iは△BGHの

2つの内角の二等分線の交点となるので, △BGHの内心である。 

(2) まず, GBGFGA == なので, Gは ABの中点であり, 
2
1GB = である。 

また, △IJBは直角二等辺三角形より, r== JBJI となる。 

ここで, JI // BEから, JI:GJBE:GB = となり,  

( ) rr :
2
1

4
1:

2
1 -= , ( )rr -=

2
1

4
1

2
1 , 

6
1=r  

 

［解 説］ 

例年, この第 4 問は, 解いていくうちに苛立ってしまうのですが, 今年の本試は, そ

の程度が軽いものでした。 
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第５問                            問題のページへ 

(1) 50=A , 11=B のとき, X, Yの値の変化は次の表のようになる。 

 

 

 

まず, A＞0から 210行は実行されない。 

また, この表から 170行は 4回実行され, 最右列の数値より,  

Xは 4, Yは 6です。 

と表示される。 

(2) 50-=A , 6=B のとき, X, Yの値の変化は次の表のようになる。 

まず, A＜0から 170行は実行されない。 

また, この表から 210行は 9回実行され, 最右列の数値より,  

Xは－9, Yは 4です。 

と表示される。 

(3) 9.14=A , 5.2=B のとき, X, Yの値の変化は次の表のようになる。 

 

 

 

この表の最右列の数値より,  

Xは 5, Yは 2.4です。 

と表示されるので, Yの値を既約分数で表すと, 
5

124.2 = となる。 

 

［解 説］ 

プログラムを読み, 値を計算していけば, 空欄を埋めることのできる基本問題です。 

 

X 0 1 2 3 4 

Y 50 39 28 17 6 

X 0 －1 －2 －3 －4 －5 －6 －7 －8 －9 

Y －50 －44 －38 －32 －26 －20 －14 －8 －2 4 

X 0 1 2 3 4 5 

Y 14.9 12.4 9.9 7.4 4.9 2.4 


